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本資料の⼀部は千葉⼤学附属図書館利⽤⽀援企画課リポジトリ担当が作成しています。
グリーンOAとしての機関リポジトリ：千葉⼤学学
術成果リポジトリ（CURATOR）
•プロトタイプシステム開発(H14)
•試験運⽤開始（H15）
•学内教員による「学術情報発信専⾨委員会」設置
•「千葉⼤学学術成果リポジトリ運⽤指針」制定
•学内合意成⽴(H17.2)
•運⽤開始 （H17.3）
•正式公開開始（H17.7）
平成14~16年度
（2002~2004）
平成17~24年度
（2005~2012）
平成25年度
(2013)
•国⽴情報学研究所最先端学術情報基盤（CSI）委託事業を受け、システム開
発、コンテンツ構築を実施
•コンテンツの収集（紀要論⽂、博⼠論⽂、データ等）
•コミュニティの創出⽀援
•機関リポジトリアウトプット評価システムの構築
•国⽴⼤学図書館協会賞を受賞（H18.３）
•利活⽤のための⽅策
•エルゼビア社の学術情報検索エンジンScirusと提携(H18.4)
•環境リモートセンシングセンター研究衛⽣画像データセットとの統合
検索(CUWiC)実験(H21.3)
•学位論⽂の登録促進について、⼤学院教育委員会で承認（H21.2）
•学位規則改正、博⼠論⽂の組織的な登録を開始（H25.4） 2
平成17年7⽉
国内初！
機関リポジトリの誕⽣
CURATOR近年の取り組み
•千葉⼤学オープンアクセス⽅針の制
定（H28.3）
•ジャパン・リンク・センター（JaLC）研究データへのDOI登
録実験プロジェクトへの参画
平成26年度
（2014）
平成27年度
（2015） 平成28年度
システムリプレイス
平成28年度
(2016)
•CHOR-JST試⾏プロジェクトへの参加
•『千葉医学雑誌』『⾷と緑の科学』『国際教養学研究』にDOI
（デジタルオブジェクト識別⼦）の付与開始
•研究データ利活⽤協議会への参加
•オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）への参加
•運営委員（メタデータ普及タスクフォース、論⽂OAタスクフォース）
•作業部会員（研究データタスクフォース）
•国⽴⼤学図書館協会オープンアクセス委員会に委員派遣
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平成30年度
(2018) •千葉⼤学学術リソースコレクション（c-arc）公開（IIIF)
•研究データ（標本画像，約52,000件）にDOI付与
千葉⼤学オープンアクセス⽅針の策定
• 平成28年3⽉制定
• http://www.LL.chiba-
u.jp/curator/about/doc/Chiba_Univ_O
A_policy.pdf
JPCOARの活動
（論⽂OAタスクフォー
ス）
• 「オープンアクセス⽅
針策定ガイド」の作成
http://id.nii.ac.jp/1458
/00000021/
• オープンアクセス⽅針
策定機関のリンク集
• https://jpcoar.repo.nii.
ac.jp/?page_id=53
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情報提供
コンテンツ登録の状況
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「萩庭さく葉標本」
画像データが
半数を占める
•「萩庭さく葉標本データ」5万件の登録（H24.3）
•「千葉医学会誌」2万6千件の登録（H24.3）
•セルフアーカイブは少ない
•紀要論⽂等の出版物の発信が中⼼
•学位論⽂はH25以降、着実に増加
•教育マテリアル（授業資料ナビゲータ）登録
学術雑誌論⽂の
半数が「千葉医学
雑誌」
学位論⽂増加
紀要論⽂
Data or Datasetを
除いたグラフ
コンテンツ数
93,375件(H29年度末)
アクセス数
987,312回/年
ゴールドOAの状況
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千葉⼤学研究論⽂におけるゴールドOAの割合 と APC⽀払額（推計）
Gold OA論⽂数 国際誌掲載論文数 APC支払総額（円）
1,262 論⽂
1,405 論⽂ 1,452 論⽂
2012年 2014年 2016年
論⽂数は、Web of Science よりドキュメントタイプが article で著者に本学所属研究者が含まれる論⽂を抽出した。APC⽀払額は、Web of Science よりドキュメン
トタイプが article で別刷り請求先に本学所属研究者が含まれる論⽂を抽出し、 DOAJ記載のAPC額と各年の平均TTSレートを⽤いて推計した。（2017-06-01算出）
ブロンズOA の世界的増加
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OA論文の比率の推計
■ closed ＝ 下記以外
（ResearchGateなどで共有された論文
を含む）
■ bronze ＝ 出版社ウェブサイトで
公開されているが、ライセンスが明確
ではない論文
■ hybrid ＝読者が購読料を支払う
タイプの学術雑誌だが、著者が公開費
用（APC）を支払うことで公開された
論文
■ gold ＝ 著者が出版・公開費用
（APC）を支払うタイプの学術雑誌に
掲載された論文
■ green ＝有料の学術雑誌に掲載さ
れた論文を、著者がセルフアーカイブ
しリポジトリで無料公開した論文
図: Number of articles with OA copies, estimated based on a random sample of 100,000 articles with Crossref DOIs.
（https://doi.org/10.7717/peerj.4375/fig-2）を引⽤
OA種別ごとの論⽂数の推計（Piwowar et al, 2018）
CHOR
• 出版社：資⾦提供機関による研究成果のオープンアクセス義務化に
対する出版社側の対応として，出版社のサイトでエンバーゴ終了後
に該当論⽂がオープンアクセス化される。出版社は，オープンアク
セス版（購読版ほどのクオリティではない）を準備して当該雑誌の
サイトにおいてアクセスを可能にするか，購読版をそのままオープ
ンアクセス化する。
• CHOR：契約⼤学に対して，JSTを含む，主として⽶国の10の資⾦
提供機関によって助成され，60の出版社から出版される研究成果の
情報をダッシュボード経由で提供する(ゴールドOA論⽂も含む）。
• 千葉⼤学：ダッシュボードによってもたらされた情報をもとに，
CURATOR（機関リポジトリ）に書誌情報，論⽂へのリンクを登録
する。
CHORUS Dashboard サービスとは
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• CHORUS に加盟する資⾦助成機関から助成を受けた研究
で，CHORUS 加盟出版社が出版した論⽂の OA に関する情
報をCHOR がモニターしデータ提供するサービス
• 統計グラフ表⽰，データ抽出の機能がある
• CrossRef，Funder Registry(旧FundRef) ，Scholixなどを
活⽤している。
• 研究機関向けダッシュボード と資⾦助成機関向けダッシュ
ボード の２種があり資⾦助成機関向けダッシュボード は
ウェブ公開されている
https://dashboard.chorusaccess.org/
CHOR-JST試⾏プロジェクト
• CHOR（Clearinghouse for the Open Research）
• ⽶国政府から助成を受けた研究成果のデータベースを提供。
• 商業学術出版社・学協会出版部が参加。
• プロジェクト試⾏期間：2016.9〜2017.5
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• ⽬的：研究者に負担をかけない業
務モデルの実験
• 結果：登録件数16件
• 評価：
• 当⾯のOAを進める⽅策
• 本⽂コンテンツの確保が容易にな
るわけではない
• 業務フローの再検討が必要
• メタデータに課題
• JST助成論⽂のカバー率が低い
• 短期間であったため、さらなる試
⾏が必要か？
JST
千葉⼤学
出版社
CHOR-JSTプロジェクト参加の意義
オープンアクセスを促進（当⾯の）
• 教員に新たな負担を求めずにオープンアクセスを促進できる
• バージョン管理の負担がなくなる
• エンバーゴ（公開禁⽌期間）管理の負担がなくなる
新たなデータフローと業務の流れの確⽴
CHORUS Dashboard が出⼒するメタデータに含まれる PID 
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図: How CHORUS works（https://www.chorusaccess.org/wp-content/uploads/HowItWorks-Infographic-1.png）を改変
Datasets DOIORCID
DOI
論⽂メタデータ
Grant IDArticle Title Publisher
...and more
Agency/Funders
Author Affiliation Archived Status
CHORUS Dashboard から機関リポジトリへ登録
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ORCID
DOI
CHORUS Dashboard の論⽂メタデータ
Grant IDArticle Title Publisher Agency/Funders
Author Affiliation Archived Status
登録
NRID
DOI Article Title Publisher
Author ⽇本語著者名
千葉⼤学機関リポジトリ の論⽂メタデータ
JuNii2に必要なメタデータ
JuNii2形式のメタデータに変換・補完
Datasets (DOI)
Datasets (DOI)
抽出
...and more
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千葉⼤学学術成果リポジトリでウェブ公開
DOI
NRID
Datasets（DOI）
DOI
NRID
Datasets（DOI）
論⽂
PID を介した機関リポジトリからのリンク
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Datasets (DOI)NRIDDOI
千葉⼤学機関リポジトリ の論⽂メタデータ
出版社サイト
論⽂
Article Title Author
KAKEN
...
データサイト
全⽂⼊⼿のためのGet 
Accessボタンが出現
する。
CHORに参加している
Funding Agenciesから
の資⾦提供を得ている
研究成果については，
エンバーゴ（公開禁⽌
期間）後，Get Access
をクリックすると，全
⽂アクセスについての
オプションの中に
「View Open 
Manuscript」が現れ
る。
出版社が
提供する
無料版
Open 
manuscript
IRDB からの学術流通
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IRDB
学術機関リポジトリデータベース
ハーベスト
CiNii
OpenAIRE
...and more
閲覧
検索
提供
（現時点は試⾏のため、実際には
CHORUS Dashboardからの取り込み
データはハーベストさせていない）
課題：JPCOARスキーマとの関係
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JPCOAR形式（次期JuNii2形式）であれば次の情報が
CHORUSダッシュボードから機関リポジトリへ登録できる
・ ORCID
・ 所属機関
・ 資⾦助成機関
課題：PID によるメタデータのリゾルブ
21
• 論⽂メタデータ・著者メタデータの⼊⼒へ多⼤な労⼒がかかる
• CHORUS ダッシュボードには Junii2に必要なすべての書誌情報
が含まれているわけではない（ISSN など）
• 論⽂本⽂だけから、著者を同定しNRID・⽇本語著者名を⼊⼒す
ることが難しい
• 国際論⽂は共著者が多い
181論⽂（2018-03-01分）のうち
1000〜1500⼈ 2論⽂、100〜999⼈ 24論⽂
⇒ PID をキーに参照⼊⼒、あるいはキュレーションできるとよい
